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112m 型波浪貫通型双胴高速フ ェ リ ー

「ナ ッ チ ャ ン Rera」就航

　世 界 の フ ェ リー業 界 か ら注 目を集 めて

い る ］12m 型波 浪貫 通 型双 胴高 速 フ ェ リ

ー
「ナ ッ チ ャ ン Rera」 が、2007 年9月

1日 か ら青 函航 路 （函 館一青森 ） に就 航

し、海 象 厳 しい 津軽 海 峡 を順 調 に稼 動 し

て いま す。

　日 本造 船技術 セ ン ター
で は、「ナ ッ チ

ャ ン Rera」及 び 引き 続 ぎ建 造 が進 め られ

て い る姉妹船の 我が国へ の 導入 に係わ る

コ ン サ ル タ ン ト業務を 担当 して い ま す。

「ナ ッ チ ャ ン Rera」及 び建 造 造 船 所 で あ

る オー
ス トラ リア の タ ス マ ニ ア に所在す

る INCAT 社の 概要 を報告い た します。

1．「ナ ッ チ ャン Rera」

　「ナ ッ チ ャ ン Rera 」は、東 日 本 フ ェ リ

ー株 式 会 社殿 が 就航 さ せ た世 界 最 大級 の

最も燃費効率 （槓載重 量 単位当た り）の

良 い 高 速 フ ェ リ
ー

で す。波浪 貫 通 型双 胴

フ ェ リーは、非 常 にス レン ダーな 双胴 の

船 体で 波 を切 り裂 いて 航行 す る フ ェ リー

で す。さ らに 本胎は、ス レン ダーな船 体

に 起 こ りが ちな 過度 な ピ ッ チ ン グ を 防 ぐ

た めセ ン ターバ ウとい う船 首 部中央 部 に

小 さな 船体を持 っ て い ま す。セ ン ターバ

ウ は通 常 海面 上 に出て い ます が、ピ ッ チ

ン グが 大き くな る と予備浮力 と して 機能

します。こ の ス レ ン ダーな双 胴の 船体と

セ ン ターバ ウ がす ば ら しい 本 船 の 形状 と

運航性能を与 えて い ます。さ ら に、ア ク

テ ィ ブ ラ イ ドコ ン トロ
ール シ ス テ ム に よ

っ て 自動 制 御 され る可 動 トリム タブ （双

胴船尾 装備）と折 り畳 み 式可 動T一フ ォ イ

ル （セ ン ターバ ウ後 部 装 備 ） に よ っ て 動

揺 を低 減 して快 適 な船 旅 を提 供 で き る よ

うにな っ てい ます。

2 ．高速船の安全に関する国際

　　規則

　本船の 建造 にあ た っ て は 適用 規則と し

て HSC コ ードを 適 用 して い ま す。　 H ＄C

コ
ー

ドとい うの は、2000 年 12 月 5 日

にIMO で採択さ れた 「高速船の 安全に 関

する 国 際規則 」 （THE 　INTERNATIONAL

CODE 　OF 　SAFETY 　FOR 　HIGH −SPEED

CRAFT ，2000 ）で す。一般の 高速フ ェ リ

ー
に HSG コ

ードが 適 用 さ れ て 就 航 した

船 は、本船が 我 が国 初の も の とな ります。

HSC コ
ードは、そ の 船 の 運 航 速 力 で 直

近 の 港 や 安全 な 停泊地 か ら4 時間以上 離

れ て 航行 しな い とな っ て お り、避 航が で

き た D、支援を受 らけれ る こ とを 前提 と

し て 種々 の 要件が 決 ま っ て い ます。こ の

よ う に、基 本的 には 自船 の み で 安 全 を担

保 して い くと い う従来の 考え方か ら大き

く変わ っ て い ま す。当セ ン ター
で は 、HSC

コ
ードを 適 用 して 船 舶 安 全法 に合格させ

る ため、各種マ ニ ュ ア ル や FMEA （故障モ

ード及 び 影 響 解 析 ：方 向制 御 シ ス テ ム 、

機 関 シ ス テ ム 及 び 関連 制 御装 置、電気 シ

ス テ ム、胎体安定 化シス テ ムの 構成要素

に 故 障が 生 じ た場 合 につ い て 、そ の 影響

を 解析 し、本船 が 危険 に陥 る可 能 性 が極

め て 低い こ と を証 明す る も の） に始 ま る

種 々の 資 料 を作 成 す るな ど して 船 主 殿 を

支 援 して 参 りま した。そ の 結果 が、現 在

の 「ナ ッ チ ャ ン Rera 」の 安 全 で 順 調 な 運

航を産み出 して い る と考え て い ま す。

　「ナ ッ チ ャ ン Rera 」の 主要 目 は 、表一

］の とお りで す。

　な お、「ナ ッ チ ャ ン Rera」の 性能の
一

端を表 2 に ご紹介 し ま し ょ う。

　現在 、「ナ ッ チ ャ ン Rera」 は、そ の
「1生

能を フ ル に発揮 して 、函 館
一

菁森間 61

海里 を ］時間45 分 （冬季以外の 着岸ま で

の 時間、冬 季は 2 時間 ）で 結 ん で い ま す。

3 ．lNCAT 社

　INCAT 社 は、1972 年に 現 1NCAT 会

長 Robert 　 Clifford氏 が経営 し て い た造

船所や他 の 造 船 所数社 が 合 併 して 設立 さ

れ ま し た。現 在、従 業 員 約 650 名 を 擁

す る 造船所 で す。INOAT 社 は オー
ス ト

ラ リ ア の タ ス マ ニ ア 州都 ホ バートに 所在

し、タ ス マ ：7 州 は 南 緯 40 度 以 南 に あ

り北半球 で はち ょ うど北 海 道 の位 置 に 相

当 します。

表
一1 「「ナ ッ チ ャ ン Rera」の 主要目等

造 船 所及 び 船番 INCAT 　　 Hull　O64

資 格 JG　 自動 車 渡船

船 級 Det　Norske　Verltas

DNV ＋ ］AI　HSLC 　RIカー
フ ェ L丿一 「B」EO

全 長 　 　 　 　 　 （m ） 112．60

水 線 長 　 　 　 　 （m ） 105．60

最大 幅 　　　　（m ） 30 ．50

八ル の 幅 　　　 （m ） 5．80

喫水 　 　 　 　 　 （m ） 3．80

総 トン 数 　　 （トン） 10712

速力 表一2参照

主機 関 MAN 　20V 　28 ／33D 舶 用 デ ィ
ーゼル

定 格 出力 9 、00QkW 　x　4基 1．000 　rps

推進方式 Warts 「「a 　LJX 　1，500 ウォ
ータージ ェ ッ ト x4 基

発電 機 AC415V 　60Hz 　360kW × 4基

最大載貨重量 （トン ） 1β 80

最大搭載人員 　 （名） 798 （含、乗組員 ）

最 大 車両 積 載能 力 450m トラ ッ ク レ
ー

ン 及 び乗 用 車 193 台

また は 乗用 車355 台搭載可 能
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表
一2 「「ナ ッ チ ャ ン Rera」の性能

速 力及 び燃 料 消 費率

載貨 重 量　　i　 最 大速力 90 ％ MCR 80 ％ MCR

241 トン 　
1454kt 一 一

400 トン
一 420kt 、1682 ／海 里 39 ．Okt 、1582 ／海里

600 トン 41 ．7kt380kt 、1762 ／海 里 37 ．3kt、］662 ／海里

LOOO トン 383kt360kt 、1922 ／海 里 34 ．3kt、］812 ／海里

注 　 MCR （Maximum 　Contlnuous 　Rating 主 機 関連 続最 大 出力 ）

　それ で は、INCAT 社の 建造船の 歴史

をた ど っ て み ま し ょ う。INGAT 社 の 船

番 HullOO1 （全 長 18m ） は、1977 年

9月 に進水 した鋼製の 双胴船で した。そ

れ以 降双 胴船の 建造 を 続け、Hu11003

か ら現 在 まで に建造 した 船 はす べ て ア ル

ミニ ウ ム製双胴船で す。

　で は、波 浪貫通 型 双胴船 （INCAT 社

で はWave 　 Piercing　Catamaran と称

して い ま す）を 開発 した の は いつ 頃で し

よ う。］982 年 ］2月 に 進水 した Hulr

O13 （全長 87m ）でそ の 実験 が 始ま り、

］985 年6 月 に 進 水 した Hu1［017 （全 長

27 ，4m ）で 高速旅客船 と して 実用化さ

れ て い ま す。さ らに、］986 年 12月 に

進水 したHu ［1017 （全 長 3 ］m ）で はセ

ン ターバ ウ を持つ 今の形状に 至 っ て い ま

す。そ の 後、30m 前 後の 高速旅客船 を

建 造 して き ま した が、1990 年 10 月 に

進水 した HuHO23 （全 長 749m ）で 車

東 日本 フ ェ リー株式会 社と INCAT 社の ホー
ム ページ の URL は 、次の と お りで す。

東 Eヨ本フ ェ リ
ー

株式会社　　http 〃 www ．higash ［nlhon −ferry　com ／

INCAT 社 　　　　　　　　　　 http．” www ．noat ．oom ．au ／

両 を搭載で ぎる フ ェ リーが 開発さ れ ま し

た。こ の タイ プ は74m 型 と して 9隻建造

さ れま した。その 後、78m 型 （3 隻建造 ）、

81m 型 （3隻建造 ）、86m 型 （4隻建造）、

91m 型 （4隻建 造 ）、96m 型 （6隻建造 ）、

98 型 （6隻建 造 ） と続 いた 後、1］2m

型 が 「ナ ッ チ ャ ン Rera」 と して 誕生 し

た の で す 。こ の よ う に、［NCAT 社 は、

着 実 に建 造経 験 を 積 んで 新 船型 に トラ イ

して い ま す。「ナ ッ チ ャ ン Rera」で は数

多 くの 種類 の押 出 型材 が使用 され、軽量

化 と強 度 確 保 の 両 面 を 達 成 して い ま す

が、こ れも 建造経験が 活か さ れ て い る
一

つ の 事例と考え られ ま す。

絵 壺 蠡

ド
…

ドッ ク形状

＼
折り畳み式可動T一フ ォ イル

（使用 しない時 には、セ ンタ
ー

バウ後部 に折り畳まれる。）

　 と こ ろ で INCAT 社の 建造工 場 は 図の

よ う に双胴 そ れ ぞ れ の 船体 を建 造 す る 2

条の ドッ クを持 っ た 建 屋で 、そ の 中 で 建

造 して いま す。そ の た め、船が大き くな

る と 2条 の ドッ ク の 幅で は 収 ま りき ら

ず、建造 ドッ ク と建 屋 を新設 す る こ とに

成 ります 。 「ナ ッ チ ャ ン Rera」 が建造さ

れ た ドッ ク は、3本目 （6本目と言 っ た

方が正 しい か も しれ ま せん ）で 、最初の

ドッ ク は現在で はブ ロ ッ ク工 場にな っ て

い ます。さ らに、現 在で は工 場の周 りを

さ らに 埋 め 立 て 工 事 を 行 うな ど、元 気な

造船所 と言え ま す。

　　　　　　　（海洋技術部　青柳　徹）
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